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特集　ブラジルにおける集団訴訟制度を通じた消費者被害救済と抑止手法の現況（一）

特
集ブ

ラ
ジ
ル
に
お
け
る
集
団
訴
訟
制
度
を
通
じ
た
消
費
者
被
害
救
済
と
抑
止
手
法
の
現
況
（
一
）

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
趣
旨
・
構
成
に
つ
い
て

前　

田　

美　

千　

代

一　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
の
背
景

　

本
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
一
九
八
一
年
か
ら
続
く
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
と
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
法
学
部
の
学
術
交
流
協
定
に
基

づ
く
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ま
た
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
比
較
消
費
者
法
研
究
会
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
両
者
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
開
催
し
た
い
と
い
う
思
い
の
下
、
今
年
（
二
〇
一
六
年
）
の
春
頃
よ
り
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
二
〇

一
四
年
五
月
に
設
立
さ
れ
た
日
本
ブ
ラ
ジ
ル
法
律
・
文
化
協
会
に
と
っ
て
は
三
度
目
の
年
次
大
会
で
あ
り
、
改
め
て
多
く
の
皆
様
に

こ
の
新
し
い
協
会
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
に
な
り
ま
す
。
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二　

ブ
ラ
ジ
ル
集
団
訴
訟
制
度
略
史

　

わ
が
国
で
は
ち
ょ
う
ど
先
月
（
二
〇
一
六
年
一
〇
月
）
か
ら
消
費
者
裁
判
手
続
特
例
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
消
費

者
集
団
訴
訟
制
度
の
新
た
な
門
出
を
祝
福
す
る
た
め
に
、
今
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
非
常
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
と
構
成
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
の
集
団
訴
訟
制
度
の
歴
史
は
古
く
、
一
九
九
〇
年
成
立
の
消
費
者
保
護
法
典
（Código de D

efesa do Consum
idor: 

CD
C

）
か
ら
数
え
て
も
今
年
で
も
う
二
六
年
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
消
費
者
集
団
訴
訟
実
務
を
行
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
実
は
、

ブ
ラ
ジ
ル
で
体
系
的
な
集
団
訴
訟
制
度
が
初
め
て
導
入
さ
れ
た
の
は
一
九
九
〇
年
消
費
者
保
護
法
典
で
は
な
く
、
そ
の
五
年
前
の
一

九
八
五
年
公
共
民
事
訴
訟
法
（Lei da A

ção Civil Pública

）
と
い
う
法
律
で
す
。
さ
ら
に
厳
密
に
、
個
人
に
帰
属
し
な
い
一
定
の

集
団
的
利
益
（interesse coletiva supra-individual

）
の
保
護
と
い
う
意
味
で
は
、
一
九
六
五
年
住
民
訴
訟
法
（Lei da A

ção 

Popular

）
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
日
の
ブ
ラ
ジ
ル
集
団
訴
訟
制
度
は
、
こ
の
一
九
六
五
年
住
民
訴
訟
法
を
紐
解

き
な
が
ら
個
人
に
帰
属
し
な
い
利
益
の
法
的
保
護
の
必
要
性
を
論
じ
た
一
九
七
七
年
の
学
術
論
文（

（
（

を
皮
切
り
に
、
そ
の
議
論
と
整
備

が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
一
九
八
〇
年
前
後
の
議
論
こ
そ
が
、
一
九
八
一
年
環
境
保
護
法
（Lei da Política N

acional do 

M
eio A

m
biente

）、
一
九
八
五
年
公
共
民
事
訴
訟
法
、
一
九
九
〇
年
消
費
者
保
護
法
典
な
ど
複
数
の
関
連
立
法
の
制
定
に
つ
な
が
る

要
に
な
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
一
九
八
〇
年
前
後
及
び
一
九
八
〇
年
代
の
ブ
ラ
ジ
ル
訴
訟
法
学
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
の
が（

（
（

、
本

日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
ご
講
演
い
た
だ
く
、
ア
ダ
・
ペ
レ
グ
リ
ー
ニ
＝
グ
リ
ノ
ー
ヴ
ェ
ル
先
生
、
カ
ズ
オ
・
ワ
タ
ナ
ベ
先
生
で
す
。

お
二
人
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
集
団
訴
訟
制
度
の
生
み
の
親
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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三　

消
費
者
裁
判
手
続
特
例
法
の
施
行
（
二
〇
一
六
年
一
〇
月
）

　

わ
が
国
の
消
費
者
裁
判
手
続
特
例
法
は
、
こ
れ
で
集
団
訴
訟
制
度
が
完
成
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
ス
タ
ー
ト
地

点
に
立
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
消
費
者
は
事
業
者
と
比
べ
そ
の
情
報
収
集
能
力
及
び
交
渉
力
が
乏
し
く
被
害

回
復
の
た
め
の
行
動
が
と
り
に
く
い
こ
と
、
ま
た
、
同
種
の
被
害
が
拡
散
的
に
多
発
す
る
と
い
う
消
費
者
被
害
の
特
性
に
鑑
み
て
、

こ
の
法
律
は
、
個
々
人
に
帰
属
す
る
権
利
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
一
束
に
し
て
裁
判
上
救
済
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
一
方
で
、

消
費
者
一
人
ひ
と
り
に
権
利
帰
属
し
な
い
け
れ
ど
も
、
公
正
な
消
費
市
場
の
実
現
の
た
め
に
は
保
護
の
必
要
な
集
団
的
消
費
者
利
益

（interesse coletiva de lato sensu dos consum
idores

）
と
い
う
も
の
も
議
論
さ
れ
て
い
ま
す（

（
（

。
日
本
の
集
団
訴
訟
制
度
が
、
日
本

の
消
費
者
問
題
の
風
土
に
適
し
た
制
度
へ
と
発
展
し
て
い
く
た
め
に
、
本
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
先
輩
に
あ
た
る
ブ
ラ
ジ
ル
の
集

団
訴
訟
制
度
か
ら
多
く
の
示
唆
を
得
る
機
会
に
な
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

四　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
六
講
演
と
質
疑
応
答
に
つ
い
て

　

前
半
の
講
演
の
部
の
構
成
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
ず
ア
ダ
先
生
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
集
団
訴
訟
制
度
の
由
来
を
中
心
に

お
話
い
た
だ
い
た
上
で
、
実
際
に
消
費
者
裁
判
実
務
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
カ
ル
ロ
ス
・
サ
ー
リ
ス
先
生
、
セ
ル
ジ
オ
・
ア
レ
ン

ハ
ー
ル
ト
先
生
に
約
三
〇
年
に
及
ぶ
ブ
ラ
ジ
ル
集
団
訴
訟
実
務
の
現
在
の
到
達
点
を
ご
披
露
い
た
だ
き
、
ま
た
、
オ
ー
ハ
ラ
先
生
か

ら
は
日
本
法
か
ら
見
れ
ば
最
も
身
近
な
消
費
者
団
体
の
活
動
に
つ
い
て
、
イ
ワ
ミ
ズ
先
生
か
ら
は
企
業
法
務
の
立
場
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

お
話
い
た
だ
い
た
後
、
最
後
に
ワ
タ
ナ
ベ
先
生
よ
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
集
団
訴
訟
制
度
の
さ
ら
な
る
改
良
の
必
要
性
に
つ
い
て
お
話
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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後
半
の
質
疑
応
答
で
は
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
比
較
消
費
者
法
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
、
前
半
の
講
演
内
容
に
つ
い
て
議

論
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
1
）　José Carlos Barbosa M

oreira, 

“A ação popular do direito brasileiro com
o instrum

ento de tutela jurisdicional 
dos cham

ados interesses difusos

”, In: T
em

as de D
ireito Processual, São Paulo: Saraiva, 1977.

（
2
）　

一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
八
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
、W

aldem
ar M

ariz de O
liveira Júnior, 

“Tutela jurisdicional 
dos interesses coletivos

”, In: Coord. Ives M
artins, M

iguel Colasuonno, E
studos sobre o A

m
anhã, Caderno 2, São 

Paulo: Resenha U
niversitária, 1978

や
、A

da Pellegrini Grinover, 

“A tutela jurisdicional dos interesses difusos

”, 
Revista da Procuradoria-Geral do Estado de São Paulo, n. 12, 1979

、
及
び
、
一
九
八
二
年
一
二
月
二
日
に
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学

で
開
催
さ
れ
た
「
拡
散
的
利
益
保
護
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
学
術
セ
ミ
ナ
ー
で
の
報
告
を
基
礎
と
す
るK

azuo W
atanabe, 

“Tutela 
jurisdicional dos interesses difusos

”, In: Coord. A
da Pellegrini Grinover, A

 T
utela dos Interesses D

ifusos, São Paulo: 
M

ax Lim
onad, 1984

が
相
次
い
で
公
表
さ
れ
た
。
特
に
、
当
該
一
九
八
二
年
の
学
術
セ
ミ
ナ
ー
の
成
果
と
し
て
公
表
さ
れ
た
共
同
研

究
書A

 T
utela dos Interesses D

ifusos

（
拡
散
的
利
益
保
護
）
に
は
九
本
の
論
文
が
収
録
さ
れ
、
一
九
八
四
年
時
点
ま
で
の
集
団
的

利
益
保
護
に
関
す
る
議
論
の
到
達
点
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
集
団
的
利
益
保
護
の
先
駆
的
立
法
と
い
え
る
一
九
八
五
年
公
共
民
事
訴
訟

法
が
制
定
さ
れ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
翌
年
の
こ
と
で
あ
り
、
当
該
学
術
セ
ミ
ナ
ー
を
主
催
し
た
ア
ダ
・
ペ
レ
グ
リ
ー
ニ
・
グ
リ
ノ
ー

ヴ
ェ
ル
教
授
や
カ
ズ
オ
・
ワ
タ
ナ
ベ
教
授
ら
が
起
草
委
員
を
務
め
た
。

（
3
）　

岡
村
周
一
＝
人
見
剛
編
『
世
界
の
公
私
協
働　

制
度
と
理
論
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
二
年
）、
千
葉
恵
美
子
＝
長
谷
部
由
紀
子
＝

鈴
木
將
文
編
『
集
団
的
消
費
者
利
益
の
実
現
と
法
の
役
割
』（
商
事
法
務
、
二
〇
一
四
年
）、
中
田
邦
博
＝
鹿
野
菜
穂
子
編
『
消
費
者
法
の

現
代
化
と
集
団
的
権
利
保
護
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
六
年
）。

〔
付�

記
〕　

本
研
究
は
二
〇
一
六
年
度
慶
應
義
塾
大
学
学
事
振
興
資
金
（
共
同
研
究
）「
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
消
費
者
被
害
救
済
の
た
め
の
制

裁
的
な
金
銭
支
払
制
度
の
研
究
」、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費JP16H

03574, JP25870721, JP21730092, JP18K
01224

の
助
成
を
受
け
た
も

の
で
す
。


